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免責事項

• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、記載され
た内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは予告な
く行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布される
ようお願いいたします。二次利用される場合、弊社はその成果物に対して責任を負い
ません。
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目的

本資料で自習もしくはハンズオントレーニングを受講すると、以下が可能
となります。

• 仮想ゲストマシンをバックアップするために必要な準備作業ができるよ
うになります。

• 作業時に必要な各種設定項目がわかります。

• 上記により、お客様への製品販売時の作業が実施可能となります。
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■ハンズオン環境の場合
以降は、事前に講師から指示された仮想マシン上で作業を実施します。
以下を確認して作業を進めてください。
・仮想マシン名
・アカウント
・パスワード

■自習の場合
以降は、記述内容を適宜自習環境の情報と読み替えて作業を実施してください。
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1/23 仮想ゲストマシンの起動 その１

準備作業の前に、バックアッ
プ対象の仮想ゲストマシン
を起動しておきます。

このハンズオンでは、
Backup Exec サーバー
「besvr01」のデスクトップ上
にあるショートカットで、

VMware vSphere Client

を起動します。
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2/23 仮想ゲストマシンの起動 その２

VMware vSphere Client を
利用して、ESXホストにログ
インします。

このハンズオンでは、以下
のように入力し、「ログイン」
をクリックします。

IPアドレス：192.168.0.210

ユーザー名：root

パスワード：Password#
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3/23 仮想ゲストマシンの起動 その３

ツリーを展開してESX配下
の仮想ゲストマシンを表示さ
せます。

表示された仮想ゲストマシ
ンをパワーオンして起動しま
す。

今回のハンズオンでは、以
下の仮想ゲストマシンを起
動します。

・client02vm

・client03vm

仮想マシンが起動していないときは、
このように「仮想マシンのパワーオン」
となっているので、ここをクリックします。
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4/23 GUI からのウィザードの起動

Backup Exec の GUI を起動
します。

「バックアップとリストア」タブ
を表示します。

サーバーリストのエリアでマ
ウスを右クリックすると、
「サーバーの追加」が表示さ
れるので、をクリックします。
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5/23 追加するサーバーの種類の選択

ウィザード「サーバーの追
加」が起動します。

Backup Exec に追加する
サーバーの種類を指定する
画面が表示されます。

「VMware vCenter または
ESX ホスト」を選択し「次へ」
をクリックします。

VMware のバックアップ用に専用のプロキシサーバを別途構築する必要はありません。
Backup Exec自身が、直接 vCenter や ESXi と通信してバックアップ可能なためです。 専用プロキシ不要
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7/23 ホスト名/IPアドレスの登録

ここでは、vCenter サーバー
もしくは ESX ホストを登録し
ます。

このハンズオンでは、ESXの
IPアドレス、

192.168.0.210

を登録します。

また、「仮想ホストを登録し
たら、・・・」のチェックボック
スにもチェックを入れます。

注) 仮想マシン用のバックアップ方式
(VADP)のみの場合には、Windows
エージェントのインストールは不要です。

「次へ」をクリックします。

仮想ホストの登録時に、簡単に仮想マシンにWindows エージェントをインストールできるため、
VADPのバックアップと、物理マシン同様のエージェント経由のバックアップを簡単に併用できます。
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8/23 ログオンアカウントの追加 その１

仮想ホストに接続するため
のログオンアカウントを登録
します。

仮想環境独自のアカウント
を登録するために、「追加/
編集」をクリックします。
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9/23 ログオンアカウントの追加 その２

「ログオンアカウントの選択」
画面が表示されます。

「追加」をクリックします。
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10/23 ログオンアカウントの追加 その３

「ログオンクレデンシャルの
追加」の画面が表示されま
す。

このハンズオンでは、以下
の内容で登録します。

ユーザー名：root

パスワード：Password#

その後、「OK」をクリックしま
す。

バックアップ対象用に、複数のログオンクレデンシャルを登録する場合、識別しやすい
「アカウント名」を設定すると管理しやすいです。
例) 「esx01用管理アカウント」、Veritas.com用ドメインアカウント」
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11/23 ログオンアカウントの追加 その４

「ログオンアカウントの選択」
画面に戻ります。

そこに今追加したアカウント
が表示され、選択されてい
ることを確認します。

その後、「OK」をクリックしま
す。
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12/23 ログオンアカウントの追加 その５

元のログオンアカウントの選
択画面に戻ります。

先ほど登録したアカウントが
選択されていることを確認し
ます。

その後、「次へ」をクリックし
ます。
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13/23 概略の表示

登録内容の概略画面になり
ます。

内容を確認して、「次へ」を
クリックします。
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14/23 GUI 上での確認

実際には、この時点で
Backup Execの GUI上には、
仮想ホストが登録されてい
ます。

「サーバーの追加」ウィザー
ドの画面をずらすと、Backup 
ExecのGUI上で登録状態が
確認できます。
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15/23 信頼関係の確立

引き続き、ウィザード上では、

「信頼関係を確立します
か？」

の確認画面が表示されます。

画面上のチェックボックスに
チェックを入れて「次へ」をク
リックします。

ここからの操作の多くは、通
常のWindows エージェント
のインストールと同様です。
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16/23 インストール対象仮想マシンの指定

エージェントをインストール
する仮想マシンを選択しま
す。

このハンズオンでは、表示さ
れた2台の仮想マシンの両
方を選択します。

「次へ」をクリックします。

※)実機作業時は、必要なVMのみを選択
して、エージェントをインストールします。繰
り返しますが、仮想マシン用のバックアップ
方式(VADP)のみの場合には、Windows 
エージェントのインストールは不要です。
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17/23 ログオンアカウントの指定

各仮想マシンに接続するた
めのログオンアカウントを選
択します。個別に設定可能
です。

このハンズオンでは、ディ
フォルトのアカウントを利用
します。

「次へ」をクリックします。
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18/23 アップグレードと再起動の指定

アップグレードと再起動に関
する確認画面が表示されま
す。

必要に応じ、各チェックボッ
クスにチェックを入れます。

このハンズオンでは、両方
のチェックボックスにチェック
を入れてください。

「次へ」をクリックします。
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19/23 概略の確認

概略画面が表示されます。

内容を確認後、「インストー
ル」をクリックします。



23

20/23 エージェントのインストール中

エージェントのインストール
状況が表示されます。

インストール完了までお待ち
ください。

【メモ】Windows エージェントのプッシュイン
ストールを行うためにはFirewallなどの設
定変更が必要です。詳細は、管理者ガイド
第二章「インストール」の「リモートコン
ピュータへの Backup Exec のプッシュイン
ストール」をご参照ください。
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21/23 エージェントのインストール完了

インストールが完了すると左
図が表示されます。

「完了」をクリックします。

【注意】本資料P.21に説明のある、再起動
のチェックボックスにチェックを入れていな
い場合は「再起動が必要です」と表示され
ます。その場合は、手動で追加したコン
ピューターの再起動を行ってください。
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22/23 「バックアップとリストア」タブでの表示

「バックアップとリストア」タブ
に、追加したコンピューター
が表示されます。

インストールしたエージェン
トの再起動が完了するまで、
「状態」は「接続が確立され
ていません」となります。

※)この時の追加サーバのアイコンは、「物
理サーバー」です。
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23/23 完了

インストールしたエージェン
トの再起動が完了すると、
「状態」は「バックアップされ
ていません」となります。

これで、エージェントのイン
ストールは完了です。

※)この時の追加サーバのアイコンは、「仮
想サーバー」になります。



Thank you!
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